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日本未記録の力ツコウムシの1 種*

佐 藤 真 矢

目本からはこれまで3 種の Tenerus属 ( ッマグ
ロツツカッコウ, キムネッ ッカッコウ, ルリ ッッ
カッコウ) が記録されているが, 者は本属で, 本
邦初記録と思われる石iii島産の標本を検する機会を
得たのでここに報告する.
問題の Tenerus属の1 は沖縄県石;t, i島の平久
保で採集されたもので, 体長は約7
mm, 頭部と上翅が黒色, 部と腹部
は結色, 前 f板の前縁に黒色部があ
り, 本邦産の他の種とは一一見して色彩
が異なる. 触角は黒色. 腿節は種色で
先端部のみ黑色, _三節と1附節は黒色
体の毛は毛のはえている部分の体色と
ほぼ同色. 上翅には中央まで達する一
対の縦隆条がある. 以上のような特徴
から Tenerus formosanus ScHENKL-
lNGと同定される.
次に, ScHENKLINGは原記,較の中で

formosanusの近似 l として T fiaυi-
ooui s GORHAM と T.  cyanopterus
SPIN. を挙げているが, ftatlicouisは腹
部と脚は青色, 上翅は暗青灰色である
こと, cyanopterusは体が灰色の軟徴
毛で被われ, 前胸背板の後縁に小さな
黒色紋が一つあることで区別できる.
また CAplN ( l 924) はcyanopterus と
T. luzontcus CAplN との類似について
述べているが, luzontcusは前 背板

Tone「uS fOrmosanus SCHENKLING, l 912
ホタルツツカツコウムシ (和名新称),  図 l , 2.

SCHENKI.ING,1912,Ent. Mitt., I(11):329; _輪, l931, 台
湾總 府中央研究所 業部報告, 55: l55; CoRpoRAAL,
1950, Coleopt. Cat. Suppl., pars23:259.
記載: 体長約7 mm.

体は、f一円筒形. 体の毛は黒色部では
黒く , 種色部では德 '色. 頭部は光沢
のある黒色でやや青みがかり, 徴細な
点刻がやや密にある. 頭術と上 は暗
紅色.  ド と小あごひげ, 1]因喉板は結
色, 触角は黒色, 鋸蘭状で第4 節以降
は金色の軟徴毛を密に装い, やや光沢
を欠く. 第3節は細く , 先端はあまり
広がらない.
前 背板は どられ, やや光沢のあ
る濃い結色で, 前緑に横長の黒色紋が
あり, 細かい点刻を頭部より密に装
う. 小概板は横長な合形. 上翅はやや
光沢のある黒色で, 前 背板よりも密
でやや組く点刻される. 点刻は部分的
に合着する. 一対の縦降条は基部で最
も強く, 徐々 に9;iくなり, 中央を過ぎ
たところで消失する.  また会合線に
沿って一対の野slい縦降_条もあるが, 全
翅長1/3 ほどで消タ、する.
腹部は撞色であるが, 第4 腹板の後

1部と第5,  6 腹板は黒色となる.  腿
が全て特_色で, 黑色部がないことで 図 1.  ホ タル ッ ッ カ ッ コ ウム シ 節と附節ト面は結色, 腿節の先端部と
fOmOSanuSと区別できる. Tenerus formosanus scHEN_ 節, 開節上面は黒色. 爪は暗紅色.
そこで, formosanusの和名である KLING. ♀; i中細県石!,i島産. 検視標本:  1 ♀,  沖細県イj il l市平久
が, -輪 ( l931) が使用したホタルカッコウが唯一 保, 27. V. 1994, 石井正雄採集.
のものである.  ホタル類の代表的な体色に見立て 分布: 日本 (石 l島), 台湾.
て, 適切であると思われるが本月1産Tenerus属の和 備考: 採集した石;t氏の話では,  ビー ティングで
名には3 種ともッッカッコウムシとあるので, ホタ 得たということであるが, 詳しい採集状況は不明と
ルツツカッコウムシが最も適切と思われる. のこと.

最後に貴重な標本をいただいた石井正雄氏に深く
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a b
図2. T formosanus, ♀腹部末端節: a, 背面: b, 腹
面.
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0ウバタマコメツキ類の大顎の徴小突起
コメッキ類の大顎の基部上面には, 大部分の種に
徴小突起薄がみられ, 上 の 側の基部両側にもそ
れに対応する構造が存在することは, 大、l' (1993)
が報告したとおりである.
大額の徴小突起の形態は, 属間や亜科間で類似性
がみられる. ウバタマコメ ッキ属の徴小突起群は,
きわめてよく発達しているだけでなく, 徴小突起群
に混ざって針状の剛毛が散在している (図1, A, C).
フタモンウバタマコメ ッキ (Cryptalaus larυatus
Pini) では, 徴小突起群は図 l , B に示したように,
卵形状に集合した突起群が密に分布し, 針状の剛毛
を不規則に分布している.  ウバタマコメッキ(Cry-

図1 .  大 の基部1'.面の徴小実起19t ( ' 印)
A, B (Aを拡大) はフタモンウバタマコメッキ

(豊橋産 ); C, D (Cを拡大) はゥバタマコメ ッキ

( 対馬産) .
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ptaiaus horus) では, 徴小突起辞は図 1 , Dに示した
ように, 突起群は帯状に横に連なって生じており,
針状の剛毛はフタモンより少ない.
このように, 徴小突起群に混ざって異質の剛毛を
生ずるものは, 者が検した本科の他の種にはな
く , 本属特有のものと考えられる. 今後, その機能
などについても調べていきたいと考えている.
大平仁夫, l993. コメッキムシ類の大 lと l- にある徴小
実起辞の構造について. Elytra. Tokyo, 21( l ): 51-54.

(愛知県岡崎市, 大平仁夫 )
0東京都におけるァオドウガネの採集例
アオドウガネ Anomata atbopt1osa HOPEは西Fl
本に分布の中心があり東口本では採集例が少ない種
のようである. 関東地方からの最近の報告としては
ll要r:iにより横浜rliからの死骸の記録がある. また田
尾・ 岸は茅ヶ崎rli一より過去の記録も含めて報告して
いる. 者はド記のように大田区および品川区にお
いて本種を多数採集したので報告する.
大田区の大井埠頭で l 992 年に初めて採集したが
その後追加できず, 昨年 ( l994 年) 2 頭を追加する
ことができた. 本年はその定着を確認するために調
査を試みたところ20頭近く採集することができ
た. 特に品川区では理立地にできた公園のアジサイ
を食害しており, 数本の木がほとんど食いっくされ
ている状態であった. おそらく本;FEは東京湾づたい
に分布を広げつつあるように思われる.

1 頭, 東京都大田区大井l準頭, 20. tX t992, 者
採集; 1 頭, 東京都大田区大井埠頭,  l2. IX. 1994,

f者採集; 1 頭, 東京都大田区城南島,  12. Ix.
1994, 者採集; 2頭, 東京都大田区大ll」:車頭, 1.
IX. l995, 者採集; 17頭, 東京都品川区みなとヶ
_ふ頭公開, 1. IX. 1995, 者採集.
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Pidonia属シラネヒメハナカミキリ種群の覚え書(2)
ハクサンヒメハナカ ミキリの地理的変異

窪 木

ハクサンヒメハナカミキリ Pidoma hakusanaは
加賀白山を模式産地として, 北アルプスの白馬 や
針ノ木谷の標本を用いて記載された (0HBAYAsHl &
HAYASHl, 1960). HAYAsHl (1968) は本種を ll光山
塊に生息するシラネヒメハナP. obscunor Pfcの亜
種とし,  これとは別に, 八ヶ[Ii i本沢温泉を模式産地
としてョコヤマヒメハナP yokoyamaiを記載した.
現在,  ヨコヤマヒメハナはシラネヒメハナの一型と
考えられている.
本報告では体色や上翅斑紋に地理的変異の甚だ し
いハクサンヒメハナの各個体群の形態, 色彩を調
べ, 地理的・ ill直的な分布様式を参考にグルー ピン
クを試み, 各地域個体薄の分布の形成について考え
た.
本文に先立ち, 貴重な標本や情報を下さった平l l」
洋人, 伊藤尚武, 中林博之, 坂上正弘, 武智昭一,
筒井 議, 露木繁雄の各氏に厚くお礼申し上げる.
地理的分布

ハクサンヒメハナは本州中部の目本海側を中心に
分布する. その分布域は目本海側の連続的な分布域
とその南側の不連続的な分布域に分けられる.  目本
海側の分布域は, 越後山脈~尾瀬・ 武尊ll」~ =国山
脈~浅間山, 戸隠山境~妙高山~rfi飾山, 白骨スー
パー林適以北の北7 ルプス, 白Lit山塊に広がってい
る. 一部森林の伐採や火山活動による単:原化や荒原
化した地域を除き, ハクサンヒメハナはこれらの山
系に連続的に分布する. 一方,  この南側には地理的
に限定されて孤立分布する小個体群が点在する. 現
在, 中央アルプスの経ヶ岳横川峡, 美ヶ原~武石 ,

八ヶ岳の本沢温泉, 南アルプスから知られている.
垂直分布
長野県内のハクサンヒメハナの 直分布は, 早川
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幹  夫

(1981) によってまとめられている. 中部地方では,
低所に近縁のホソガタヒメハナP. semiobscuraが,
より高所にハクサンヒメハナが生息する. 北アルプ
スでは,  標高1,400~1,800mを境に上部にハクサ
ンヒメハナ, 下部にホソガタヒメハナが生息する.
この分布境界は一見ブナ林や針葉樹林といった森林
植生に一致するように見える. 確かに, 上高地のブ
ナ帯にはホソガタヒメハナが, 針葉樹林帯にはハク
サンヒメハナが確認された. しかし, 各地で両種の
垂直分布を調べると, ホソガタヒメハナがいない北
アルプス北部では, ハクサンヒメハナがより低所に
生息域を広げていた. ハクサンヒメハナが分布しな
い北アルプス南部では, ホソガタヒメハナがより高
所に生息域を広げ, 亜高山性の針葉樹林帯にまで生
活していた. ホソガタヒメハナの記録が少ない尸-
隠・ 妙高山塊や一国山系の日本海側でも, ハクサン
ヒメハナはブナ帯から亜高山性の針集樹林帯に生息
していた. 亜高山帯に針葉樹林を欠く上越山塊で
は, 7 月中旬から 8 月上句に山頂や稜線近くでハク
サンヒメハナを見かける. より早い季節, たとえば,
蓬峠の新潟県側での6 月中句の調査では標高750
m付近, 清水峠の辞馬県側での6 月下句の調査では
標高850 m付近のブナ林のタニウッギ, ミズキ, ナ
ナカマドにハクサンヒメハナが訪花していた. こ の

ように,  目本海側のハクサンヒメハナは基本的にブ
ナ林に, 一部の地域で亜高山帯の針集樹林に生息し
ている.
一方, 孤立分布する小個体群は, 本沢温泉のよう
に垂直分布が高く , 亜高山帯の針葉樹林に生息する
個体薄もあれば, 横川 のように垂直分布が比較的
低く, おもにブナ帯に生息する個体辞もある.
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図 l ~ 5・ ハクサ ンヒ メハナカ ミ キ l・ doma oOs n'or usana OHBAYAsHI et HAYAsHI .  1 : 長野県大町市扇沢
産, 2: 長野県辰野町横川 産, 3: 長野県南牧村本沢温泉産, 4: 新潟県湯沢町三国 産, 5: 辞馬県片品村至仏山
産.
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図6.  ハクサンヒメハナカミキリc,;' の交尾器の側集片の地理的変異. A : 岐l;県自川村大a'山産, B: 長野県安量付ト_高
地産, C: 新潟県妙高高原町1畫ヶ峰産, D: 長野F'御代田町天拘の露地産, E: 群馬?l'片品村自根山産, F: 長野1f1南
牧村本沢温泉産, G: 長野県l g野町横川峡産.  スケール :0.3  mm

色彩変異 央突出部幅の関係があった. 他の個体群では, 個体
ハクサンヒメハナの頭部, 前 部, 小桶板の色彩
の変異の傾向をその地域の 75% 以上の個体に共通
する特徴をもとに記述した. さらに, 90% 以上の個
体にみられる場合は, 変異は小さいと表現した.
白山, 」ヒァルプス, 妙高・ 戸隠山塊のハクサンヒ
メハナは, 頭部, 前胸部, 小糖板が黒色で, 一部の
個体の頭部の類部, 前1 C前後縁,  小糖板が弱く赤掲
色になる観向があった. 妙高ILl塊東部や厂i隠山塊で
は赤掲色個体がやや多かった. 浅間山から谷川-f lの
国山脈西域では, 藤 ( l 988) も指摘するように,
頭部, 前胸部, 小概板が明るい赤 色になったり
(浅間山や、l'-標Ill ), 黒色になったりする (本白根山
や谷川岳).  本自根山の針東樹林帯では頭部,  前
部, 小概板の黒色が強いが, '' 側のブナ帯では,

iく赤掲色の個体が多かった. 谷川岳以北の上越山
塊, 尾瀬, 武導1」1, 越後11J脈の各個体辞は, 頭部,
前1 ・・  小概板が黒色で,  変異は小さい
小個体1洋では, 本沢温泉の個体 は頭部, 前胸部,
小概板が黒色で, 変異は小さい. 横川峡ではそれら
は黒色から赤 色で, 変異が大きい.
比較形態
白I l l, 北アルプス, 妙高・ 戸躍山塊の各個体群は
交尾器の側集l l先端の集状部が長く, 大きい (図

6-A, B, C). --「Ell l l脈とそれ以北では集状部は短
く , 小さい (図6-D, E). 本沢温泉では集状部は小さ
く , 細長い (図 6-F).  横川峡では期大部は 広い
が, 短い (図6-G). 側集ji一の集状部の形態は, 各地
域個体i fに ' とに特徴があった.
末端節背板の後緑の切れ込みは, 白山, 北アルプ
ス, 妙高・ 厂i;隠山現の各個体1ftが最も深く , 八ヶ ' i
もやや深い傾向があった. 末端節渡板の側縁角や後
の実出と中央の切れ込みは, 横川峡の個体構では
側縁角が発達せず, 後 の先端中央が、-角形に浅く
切れ込み, 他地域に見られない特徴があった.
前fifa基部の幅と長さを比較すると, -ii仏111やll 光
白根山の個体19fに次いで八ヶ[ i の個体薄が短かっ
た. 前1 相﨣狽ﾌl隔  と中央実出部の幅を比較すると
八ヶ ｮJ-  と浅間l  1」~  i同峠の各個体辞で,  基部幅<  中

変異が大きかった. 前胸の前後縁部を除く側部の形
態は個体変異はあるが, 白山, 」ヒァルプス, 妙高・
厂i躍山塊の各個体群では.- 角形に突出した個体が多
かった. 横川峡では丸みを帯びてふく らみ, 八ヶ . x一
では一角形に強くふくれる傾向があった. 浅間Ill~
一国峠では側部全体が一角形にふくれ, f仏山と尾
瀬では側部中央部が -角形に突出していた.
ハクサンヒメハナのグルー ピング
各個体群の形態や色彩の変異と地理的分布や垂lfi
分布などの分布様弍を総合的に判断して, ハクサン
ヒメハナのグループ分けを試みた.
①自l [1, 北アルプス, 妙高・ J:i隠ll_1塊

c,'''交尾器の側集j iの形態が②~⑤とは異なる. 色
彩の変異は比較的小さい. 中部山岳地域の口本海側
のブナ帯から亜高山性の針集樹林帯に生息する.
②三国山脈西域 (浅間山~田場山・ 平標山)
側'東言片と末端節背板の形態で①, ④, ⑤と区別で
きる. 色彩の変異が整だしい.  この変異は単純な地
理的クラインではなく , 山ごとに変化する.  ブナ帯
から亜高Ill性の針葉樹林帯に生息する. 針集樹林の
発達の悪い明環境トーでは色彩が赤褐色化する.
③谷川「f ~ l-t瀬・ 武尊ll l~越後山脈
②と形態的な差を見いだせない. ①と同様にu本
海測のブナ帯からH高山性の針集樹林帯に生息す
る. 色彩, 上翅斑紋の変異は小さい.
④八ヶ lf本沢温泉, 拘,ii[,
」::翅斑紋や色彩は②や③に似るが, 側葉片の形態
で区別できる. 色彩の変異は小さい. 亜高lll性の針
集樹林帯に生息する.
⑤中央アルプス経ヶ iii横川以'
地理的には①の北アルプスに近く , 上翅斑紋や色
彩では②に似るが, 側葉1 'l- や末端節腹板の形態で区
別できる. 色彩の変異は大きい. ブナ帯に生息する.
美ヶ原や南アルプスにもハクサンヒメハナと思わ
れる個体が採集されている. ④, ⑤を合め, これら
の小個体研-はシラネヒメハナカ ミキリ種 -の分化を
考える上で, 重要な資料になるであろう.

-  4  -
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分布の形成
窪木 (1985) は,  シラネヒメハナの obscunorと

hakusana とゥルム水期の最寒冷期には異なる地域
(太平洋側と日本海側) に生息していたが, 後氷期の
温暖化による森林の」ヒへの移動と垂直分布域の上昇
で移動し, 帝釈111脈付近で両個体薄が出会い, 一部
の地域で適伝子が交流し, 中間的な個体が出現した
という仮説をたてた. なお,  このhakusanaはここ
で1,1 う①や③を指す.  この考えに立って, ハクサン
ヒメハナの分布の形成について考えてみたい.
ウルム氷期の最寒冷期には, 中部山岳地域でも' ' i
線の低下により, 値生が1,000 m以上も低下し, 森
林帯の上限も 1,400~ 1,500 m付近にあった.  幼,
成虫とも森林環境にその生活を依存するPidonia
の生息域も現在より低かったと考えられる. ハクサ
ンヒメハナも周y?河的環境となった中部山iii地域を
避けて, より南方もしく は西方の太平洋側と u本海
側に分かれて生息していた. 太平洋側では, 後水期
の温It要化に伴い, 分布好適地が変動し, 分布域が限
定され, 狭い地域に開じ込められた. 近縁 のホソ

ガタヒメハナとの競争で, ハクサンヒメハナの分布
域が亜高山帯へ押し上げられた可能性が高い. -
方,  日本海側では後水期のブナ林の北進と上;1'- によ
り, ハクサンヒメハナも中部山岳地域に分布域を拡
大した.  さらに, 幼虫を冬の低温や乾燥から守る多
=,'気候の出現が, 日本海地域のPido;maの生活に有
利に働いたと推定される.  このように, ハクサンヒ
メハナの分布域の拡大は亜高山帯の針葉樹林による
のでなく , その生息基盤であるブナ林の形成, 拡大
と深い関わりがあると推定される.  ちなみに, 長野
11.1野尻湖 (標高654 m) でブナ属のイE紛が:'ii、増する
のは, 12,000年.から 10,000年前にかけてである
(TsuKADA, 1982),  また, 東北口本を中心とする目
本海側各地で, '1'圧の下でもi f i q型をとれるカバノ
キ属のイll粉が高い出現率を示すのは, 13,000年前
からである (SAKAGUcHI, 1978).
生物の系統発生には, 発生・ 変異・ 繁栄・ 滅亡と
いう段階性がみられ,  これに対応して分布圏も発展
的国有から広域連続分布 (繁栄に対応) そして不連
統分布から依存的固有という歴史的過程をたどる
( l_]浦, 1961). ll本海側の①と③のハクサンヒメハ
ナはブナ林の拡大を基無にして発展段階にあると考
えられる. 一方, ④と⑤の不連続な孤立分布は,  こ
れらの小個体職が縮小, 衰退段階にあると推定され
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る. 問題は色彩や上翅斑紋に大きな変異を持つ②の
三国山脈西城の個体 ・である. 浅間山の針葉樹林帯
での7 月下句の調査では, この頭部, 前 部の赤掲
色のハクサンヒメハナが最優占種であった. ②は口
本海側に分布する①や③と同様に [1本海側からブナ
林とともに分布域を拡大したのか, それとも, ④や
⑤の小個体辞の一部が 一国山脈西城で通応的に分化
したのか, 詳しく調べる必要がある.
ハクサンヒメハナの地理的分布, 垂直分布や色彩
変異, 形態を解析し, その分布の形成をゥルム水期
以後の環境の変化を参考に考えた. ①の北アルプス
と⑤の経ヶ fl・の個体辞の形態の差は明瞭であった.
⑤の小個体辞は環境適応能力が小さくなって断片的
な分布域に追い込まれたとするなら,  この過程では
適応的な形態の変化は起こりにくいと考えられる.
①の」ヒァルプスと⑤の経ヶ fl にみられる形態の差
は, 現在のような分布状況になったと推定されるウ
ルム水期以前に, できあがっていたのかもしれな
い_
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Jlapan, l l: l 3- l6.
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( 東京部ti f田谷区)

0アオヘリア トキリゴミムシを東京都町田市で採集
アトキリゴミムシ類の中でもァオヘリァトキリゴ
ミムシParena tatectncta(BATES) は採集例の少ない
l と思われるが, 東京都で本種を採集したので報告
する.

1 頭, 東京都町田市小野路,  16. VII i 995.
採集地は[i:陵地の頂上部分に残された小さな雑木
林で, 道路に面した低いクヌギの集の先端部をビー
ティングして採集した.

ちなみに関東地方における本種の採集記録を,調べ
てみたところ, 神禁:川11.1から 2 例 (1981), i奇_fl県か
ら 1 例 ( l 978),  群馬県から 3 例 ( l985) 報告されて
いるが, 東京都からの採集記録は見出せなかった.

(東京都世出谷区, 沢田和宏)
0西表島からのジュウジエグリゴミムシの記録
エグリゴミムシ属(Eustra) は,  ヒケ'ブトオサムシ
科 (Paussidae) に含まれ,  「1本から 3 種が報告され
ている. '事:者は最近, Eustra属の中虫を沖組本島と
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西表島で採集した.  これらを検討したところ, いず
れも奄美大島から記載され, 徳之藤o, 沖組本島から
も報告のあるジュウジェグリゴミムシ Eustracruct-
fera S. UENoであることが確認された. 今回の報告
は西表島からの初記録となる.

6 5 ♀, 沖繩県竹富町西表島マリュード滝付
近, 4. m. 1995, 者採集・ 保管.
西表島の個体は沖繩本島産の個体や原記 等と比
較したところ, 頭部が顕著に暗色を呈さないことや
上翅に見られる毛の着T:一多いこと, また, 上翅暗色
紋は原記般の図や原色目本甲虫図鑑の写真に見られ
るような四つの黒斑が個々 に独立して出現する個体
から各斑紋が融合する個体 (図 1 参照) までの色彩
変異が認められた.
このたび得られた個体は沖繩本島および西表島の
画島いずれの場合もァリが営果している赤iiれのt
ち木中で,  しかも林緑部のu光が直射するような場
所に限って採集することができた. また, 西表島で
の観察ではANDREWS(1929) が指摘したように本
が一 ヶ所に一つの小集団で活動していたが, 沖繩本
島ではtl i独で活動中の個体を採集した.  この属の l
が真に女f難性,  もしくは好白蟻性であるかどうかは
本属の生態的知見に関する識論が少ない現状では結
論し難い. 一方, 本属の に関してUtNo(1981) は
Eustraの好L1難性であるとの断定をせずにとどめ
ている. また, 本属ではPaussidaeにおいて一般に
よく知られるような触角節の融合およびこの融合し
た節の内部の分泌線 (Wasmann's myrmecophile
glands) の存在に起因する著しく変形, 特殊化した
触角形態は知られておらず, アリやシロアリとのコ
ミュニケーションのriJ能性を追求するのは因難であ
る. 本属の駘の生態的観察は,  採集の機会が少なく
llにっきにくい等の理由からも難しいかと思われる
が, 回観察された本種の集合傾向やァリとの関係
等を念頭においた詳細な観察が 後 ''11 まれる.

図1.   ジュウジェグリゴミムシ E:ustra mcifera S
1j色No.西表島産雄個体.
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0福島県におけるマルテン トウダマシ科の記録
マルテントウダマシ科Mycho thenidaeは,  テン
トウムシダマシ科Endomychidaeの1 ,服科であっ
たが, 佐々治 (1987) により独立の科に昇格された.
しかし科群名としては, Anamorphidaeが優先す
るので, その名称を用いねばならない.  また日本か
ら知られている全ての種が l ~2 mmと徴小なため
か, 報告されることはあまりないようである.

'11者は, 福島11.1 より.i;- l:の本科tfl虫を得ているの
で報告する.
1. ヒメマルガタテ ン トウダマシ Dexia l ia m t n or

(CHUJ0)
1 頭,   福島県原町rti横川・ e食石林適,   23. V.

1992, 久保[]]意_ _採集.
2. ムナグロマルテン トウダマシ extaiia miraOz-
ti s SAsAJl
本種は, '1華者の採集した個体をもとに, SAsAJl

(1995) により記 されたばかりのものである. 基準
産地は福島市飯坂町茂庭林適であるが, 記 文では
Motei-rindo, Iizaka-cho, Fukushima Ci ty となっ
ている. Moniwa-ri ndo, I izaka-machi, Fukushima
City が正確な表示となる.  '事者が標本を送付する
際に, ふりがなを付けなかったために生じた誤りで
ある.
なお, 本個体はブナ林中の広集樹の朽木のビー
ティングにより得た.
3. マルガタテントウダマシ ysfodes orbtc a n s

(GORHAM)
1 頭, 福島県東自川部棚倉町八溝山, 3. VII i994,
久保田意二採集.

1 頭,  福島県双葉部織葉mJ井出川林適,  30. VII.
1988, 久保田意二採集.
なお, 標本の同定ならびに文献を意与下さり, 科
辞名についてご教示いただいた, 福井大学の佐々 治
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寛之博士に厚く お礼申し上げる

引用文献
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類体系.  福井虫報, (1):44-51.

SASAJI, H., 1995. Contribution to the taxonomy of the
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( 福島県郡山市,  久保田意= )
0福島県金山町におけるルイスホソカタムシの記録
と若干の生態的観察
ルイスホソカタムシ Gempyfodes eωz'siz SHARP
は全国的に稀な種といわれ, 福島県においても記録
は非常に少ない. 者は福島県金山町で本種を複数
採集するとともに若干の生態的観察を行ったので報
告する.

5 頭, 福島県大沼郡金111町吸沢源頭部 (標高700
m), 2. VII i995, 者採集, 標本保管.
採集地点はLJ 見川本流右岸に沿って東西に伸びる
標高900 m前後の山地の北斜面に残されたブナの
原生林で,  南斜面のl-l見町布沢から  「島「目'子林適」
が開削され, 伐採が進行しつつある. 採集した個体
は全て, 土場跡に孤立した1 本のブナ衰li1j木の樹幹
から採集された.  この木 (写真) は胸高直径約85
cm, 樹高約 25 mあり, 枝先にはi東らに葉をっけて
いたが, 根元付近の樹度は剥離し始めていた. 本 T
は剥離前の樹度上を歩いており, 動作は緩慢だっ
た. 幹の円周方向に歩く場合は前 fと上翅の間で
体を折り「Illげて幹の面に密者させ, 速目にはXan-
tholinus属のハネカクシのように見えた. 採集した
個体のうち l 頭は樹皮表面に垂直に掘られた円形
の八に体長の、1-分程度を挿入しており, 他に尾端を
わずかに外部に出した状態のため採集できなかった
1 個体がいた.  これらの穴の直径は本種の体のそれ
とほとんど同じで, 慎重に引き出さなければ破if1の
恐れがあった.  これらの穴が本種によって掘られた
ものか否かは確認できなかった. 採集L1 は雨上がり

ルイスホソカタムシの来集木
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の,量天で気温は25℃ 程度だったが, 好天であれば
この来集木は直射目光に曝されていたと思われる.
なお, 以上の観察は福島虫の会の調査会の折に行
なわれたものであり, 調査の成果は同会会,iiに発表
される予定である.

(新潟県南魚沼郡, 芳賀 馨)

0北海道におけるキァシツヤヒラタゴミムシの記録
Synuchus ca11itheres (BATES) キァシツヤヒラタ
ゴミムシは北海道では個体数が少なく, 安田・ 松本
( l993), 木元・ 安田(1995) の著したリストの中に
は網走支J「管内, 十勝支庁管内からの記録はない.
者は下記のごとく本を採集しているので分布記
録として報告する.

lc,?,  常と;,郡端野町川向 (常 川河畔林 ), 8. Ix.
1989; 1? ,  常呂郡端野町 志 (常呂川側1fli ),  10.
IX. 1993; 1 ♀, 河西郡 室m「国見 (然別川河川数),
7. I X. 1995.
末 ながら同定の労をとられた松本英明氏に深謝
する.

(北海道北見市, 加藤敏行)
0アマミマルカツコウムシ沖編.本島に産す
アマミマルカッコウムシ A11ochotes yuωanensis

YAJIMA et NAKANEは, 原色目本甲虫図鑑(m) によ
ればその分布として, 琉球 (奄美大島) となってい
るが, のちに中村 (1986, 月刊むし, (188)) は, 屋
久島から報告している. 者は,  これまでに記録の
ない沖總本島で本種を採集しているので報?':する.

2 頭, 沖繩県名 市羽地大川, 21-29. VI. 1986,
田中 稔採集.

2頭ともススキのビィーティングで採集した.  1
頭は毛が上翅側緑部にまばらに生え, 他の1 f 奄ﾍ上
翅全面に密生している.

参考文献

l lm一良彦,  l985.  原色目本l-ll  虫図鑑 (m
中付俊彦,  1986. 月 fitむし, (188).

A

写真A. 1中細本島産アマミマルカッコウムシ,  ◆のま
ばらな個体; 写真B.  1中細本島産アマミマルカッ
コウムシ, 全面に毛が密生した個体.

(兵庫県西宮市,  田中 総)
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0イ トヒゲニセマキムシの福島県からの記録
イトヒゲニセマキムシは, 本州では現在までに神
川県'1, 静岡県8', 岐Ef_県91, 一重県2・5・6', 石川県 '',
福井!n7), 兵庫県:1などで記録されている.
回 者は, 福島県で本種を得ることができたの

で報告する.  いずれも, 広葉樹の朽木をビーテ ィ ン

グして得た. なお今回の記録は, 現在までのところ
の」ヒ限と思われる.

1 頭, 福島県いわき市小川町 井川渓谷, 23. IV.
1995, 久保田意 _採集.

1 頭,  福島県いわき市小川町木尸川渓谷,  7. V.
1995, 久保田;意 _採集.
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(  島県部山市 , 久保田意二

◇採集会報告◇
1995 年度の採集例会は,  昨年に引き統き : 松本
むしの会」 とu-催で,  6 J1 l 711~ l8 fl に長野県山
内町志賀高原一 ノ瀬のチウーホテルを病合にして
行われました.  中1いti f大に.'iiまれ,  残' ' の多い要iと一i
賀や雑ff?川林適の用辺はなかなかの好採集地との印
象を深めました.  さすがに f l名リゾート地だけあっ
て'f言合も食事も良く,  参加者一同, 採集と恐談を愉
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しむことができました. 御世話になった 「松本むし
の会」の持さんに御礼中し上げます. 参加者22 名.
ただし 回は, it1 当幹事と事務代行幹事が ll- に不
参加で, 通知と案内の着到が遅くなり, 当目まで宿
合に参加者数の連結がない有様で, 宿合の手配に1''
力された平沢伴明氏にご迷惑をかけました. 採集会
は本学会のt?例行'iiとして永年統けられてきたもの
です. 次回はこのような不手際のないことを願いま
す. (笠原 記)

◇例会報告◇
1995 年第3 回例会を9 月30口 ( f:), 午後 l 時

30分より, 東京J農業大学農学科会議室で開催しま
した.
請演は武田雅志氏による 「ヵミキリムシ科の幼生
期について」. 参加者は26 名. ,講演要言は下記のと
おりです. (例会担当,  日下部良康)

講演要 旨
カミキリムシ類の幼虫は, 形態的には一部の例外
を除き, 乳白色の細長い円筒形で, 表面にli t_ った
刺毛や突起がほとんどないことが特徴である.  また
生態的には, 食材性で多くは樹木の結れた幹, 枝や
樹度, 一部の では生きた樹木の幹や枝, あるいは

l本の零や根などを 1- とする. 樹木の結死部のう
ち, 辺材部から,91材部を寄1とするものとしてへリ
ウスハナ, イシガキフト , 樹度や樹度トーを寄 l一とす
るものとしてへリグロアオ,  シラホシヒゲナガコバ
ネ, 根を寄 l一とするものとしてノコギリ, 生木の樹
度を寄 i とするものとしてェソ トラ, 生木の樹洞を
寄1_とするものとしてヒラヤマコプハナ, 生木の幹
を寄 i・とするものとしてアオ, 生木の細い枝を寄1
とするものとしてリュウキュウヒメ, 生きたff'本の
や根を寄1-とするものとして力タモンビロウドな
どの生態について, スライドを多く使い, 解説した.

(武田雅志 )
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